
森
家
「
鷲
見
氏
系
図
」
写
し 

 

こ
の
文
書
は
鮎
走
大
洞
の
森
家
に
伝
わ
る
天
保
五
年
の
写
し
で

あ
る
。
主
に
鷲
見
郷
に
お
け
る
鷲
見
氏
の
系
図
を
書
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
鷲
見
大
鑑
に
出
て
く
る
餌
取
弾
正
は
鷲
見
の
一
族
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

鷲
見
忠
保 

藤
三
郎 

康
永
二
二
七
死
去
を
ど
う
読
む
か 

 
 

康
永
二
年
二
月
七
日
死
去
と
す
る
と
一
三
四
三
年 

 

鷲
見
伊
予
守 

実
は
妾
腹
故
家
を
継
が
ず 

 

鷲
見
彦
右
衛
門—

兵
庫―

忠
左
衛
門 

 

鷲
見
伊
予
守—

対
馬—

左
京
進—

所
治
之
助 

 

竹
本
坊—

鷲
見
喜
太
郎—

所
治
右
衛
門
久
保 

 
 

 
 

 

鷲
見
家
へ
養
子 



 


